
発刊にあたって

全国的に人口減少が進む中、川崎市の人口は増え
続け、今年４月には 140 万人を超えました。駅周辺
を中心に魅力ある都市整備を推進してきたことなど
も人口増加の要因の一つだと思います。
川崎市では社会状況を視野に入れながら、快適に
住み続けられる持続可能なまちづくりを進めていま
す。そこで、正確な統計情報は、政策の立案など様々
な面において、行政上の基準、諸計画の基礎データ
として活用されています。
この「統計データブック」は、「川崎市統計書（平成
20年版）」及び「大都市比較統計年表（平成 19 年）」
の中から、市民生活に関係する統計情報を中心に、
分野別、体系的に整理し、グラフや解説を加えて分
かりやすく編集しています。また、今回は人口 140
万人を突破したことに関連して特集を掲載しました。
統計を通して、川崎市の推移と現況の正しい理解
と認識を深めていただくとともに、本書がより一層、
利用者の皆様に幅広くご活用いただければ幸いです。
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川崎市長　　阿　部　孝　夫　　阿　部　孝　夫
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利用上の注意
　統計表中の符号の用法は次のとおりです。

「０」　 単位未満
「―」　 皆無又は定義上該当数字がないもの
「▲」　 マイナス又は比較減を表わす
「Ｘ」　 該当数字はあるが発表をさしひかえたもの
「…」　 数字が得られないもの




